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１．平成24年２月期第２四半期の連結業績（平成23年３月１日～平成23年８月31日） 

  

  

２．配当の状況 

  

３．平成24年２月期の連結業績予想（平成23年３月１日～平成24年２月29日） 
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四半期報告書提出予定日  平成23年10月13日 配当支払開始予定日 ―   

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有    

四半期決算説明会開催の有無    ： 有   （機関投資家・アナリスト向け）  

(1）連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

24年２月期第２四半期  11,042  △0.1  721   187.7  777  166.9  444  225.3

23年２月期第２四半期  11,058  17.8  250  △27.3  291  △23.9  136  △36.4

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
  

  円 銭 円 銭  

24年２月期第２四半期  69  55           ―  

23年２月期第２四半期  21  38           ―  

(2）連結財政状態  

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

24年２月期第２四半期  13,603  6,117  45.0  956  36

23年２月期  12,420  5,746  46.3  898  52

（参考）自己資本 24年２月期第２四半期 6,115百万円 23年２月期 5,745百万円 

  年間配当金 

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年２月期       ―  0  00       ―  10  00  10  00

24年２月期       ―  0  00       

24年２月期（予想）              ―  10  00  10  00

（注）当四半期における配当予想の修正有無  ： 無   

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  20,948  0.6  1,106  91.4  1,161  86.0  671  83.9  104  95

（注）当四半期における業績予想の修正有無  ： 無   



４．その他（詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に

係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4）発行済株式数（普通株式） 

  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）2ページ「業績

予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

(1）当四半期中における重要な子会社の異動  ： 無   

新規 －社 （社名） 除外 －社 （社名） 

(2）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有   

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有   

② ①以外の変更        ： 無   

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年２月期２Ｑ 6,398,000株 23年２月期 6,398,000株 

② 期末自己株式数 24年２月期２Ｑ 3,295株 23年２月期 3,226株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年２月期２Ｑ 6,394,743株 23年２月期２Ｑ 6,394,774株 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高や雇用環境及び個人消費の回復の遅れに加え、欧米を

中心とした海外経済減速の懸念や東日本大震災の影響により、非常に厳しい環境となりました。 

食品業界におきましては、生活防衛意識の高まりによる商品の低価格化や「食の安全・安心」への対応が求め

られるなか、原材料高騰や電力不足による節電対策など様々な外部環境への対応が求められております。 

このような状況のもと、当社グループは、全国の製造・販売拠点を活用した営業活動、テレビＣＭや交通広告

などの広告宣伝活動や売場提案などの販売促進活動を積極的に実施し、既存得意先への拡販や新規取引先の開拓を

行いました。 

製品開発面では、「キャベツの甘酢漬」や北海道ブランドを活用した「なまらうまいキムチ」のリニューア

ル、原料や製法にこだわった福神漬「匠づくり」、「叙々苑ポギキムチ」及び量販店の惣菜売場向けの惣菜製品な

どの製品開発を行いました。協同商品開発については、山芳製菓㈱と「ご飯がススムキムチ味ポテトチップス」を

開発いたしました。また、当社の「ご飯がススムキムチ」を使用したメニュー「キムチサラダうどん」を山田食品

産業㈱と開発し、同社の運営するうどん店「山田うどん」にて販売いたしました。 

なお、東日本大震災の被災者への支援活動として当社製品の売上数量に応じた寄付を行うキャンペーンを実施

し、震災により親を亡くした子どもたちなどを支援するあしなが育英会へ寄付を行いました。 

電力供給不足に対する節電対策については、政府が策定した方針に基づき、自家発電装置の導入や生産体制の

見直しなど様々な対策を実施いたしました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高については、「ご飯がススムキムチ」などのキムチ

や浅漬、惣菜などの製品売上高は好調に推移いたしましたが、外食産業向け青果物売上減少の影響により商品売上

高が減少し、11,042百万円(前年同四半期比0.1％減)となりました。 

利益につきましては、前第２四半期連結累計期間は春先の天候不順や夏場の猛暑による原料野菜の仕入価格高

騰がありましたが、当第２四半期連結累計期間は価格が比較的安定したことや、関西地区新工場稼働から１年が経

過し同工場の製造効率が改善したことなどにより、営業利益721百万円(前年同四半期比187.7％増)、経常利益777

百万円(前年同四半期比166.9％増)、四半期純利益は444百万円(前年同四半期比225.3％増)となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 資産、負債及び純資産の状況  

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて1,182百万円増加し、13,603百万円となり

ました。これは主に現金及び預金と受取手形及び売掛金の増加によるものであります。 

 負債については、前連結会計年度末に比べて811百万円増加し、7,485百万円となりました。これは主に支払手形

及び買掛金の増加によるものであります。 

 純資産は前連結会計年度末に比べて371百万円増加し、6,117百万円となりました。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における業績の動向等を勘案し、平成23年４月15日に公表いたしました業績予想を修

正しております。詳細につきましては、平成23年10月３日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照下さい。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

・簡便な会計処理 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

  

・四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

① 税金費用の計算 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

   

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用

しております。 

 これにより、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

 

②「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これによる営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

  

  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,804,918 1,162,263 

受取手形及び売掛金 2,420,537 1,794,002 

商品及び製品 135,592 94,956 

仕掛品 35,143 30,482 

原材料及び貯蔵品 162,958 138,994 

繰延税金資産 54,256 54,038 

その他 41,444 83,763 

貸倒引当金 △1,481 △2,569 

流動資産合計 4,653,369 3,355,933 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,480,519 5,489,066 

減価償却累計額 △3,748,659 △3,667,787 

建物及び構築物（純額） 1,731,859 1,821,279 

機械装置及び運搬具 2,508,156 2,481,637 

減価償却累計額 △1,979,209 △1,923,438 

機械装置及び運搬具（純額） 528,947 558,198 

土地 5,893,004 5,897,684 

リース資産 64,012 53,111 

減価償却累計額 △12,207 △7,348 

リース資産（純額） 51,804 45,762 

建設仮勘定 21,212 － 

その他 131,120 132,135 

減価償却累計額 △114,934 △113,470 

その他（純額） 16,186 18,665 

有形固定資産合計 8,243,014 8,341,590 

無形固定資産 46,064 45,798 

投資その他の資産   

投資有価証券 299,484 307,605 

繰延税金資産 273,599 279,468 

その他 290,817 293,126 

貸倒引当金 △202,856 △202,856 

投資その他の資産合計 661,046 677,343 

固定資産合計 8,950,124 9,064,733 

資産合計 13,603,493 12,420,666 
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,171,795 1,559,194 

短期借入金 850,000 850,000 

1年内返済予定の長期借入金 812,670 921,958 

リース債務 16,653 13,717 

未払法人税等 320,926 179,026 

賞与引当金 89,145 87,835 

役員賞与引当金 － 32,500 

その他 752,234 520,267 

流動負債合計 5,013,424 4,164,498 

固定負債   

長期借入金 1,608,713 1,634,571 

リース債務 61,902 56,101 

繰延税金負債 1,016 1,800 

退職給付引当金 223,958 224,876 

役員退職慰労引当金 112,840 108,718 

負ののれん 447,243 465,639 

その他 16,815 18,369 

固定負債合計 2,472,489 2,510,076 

負債合計 7,485,914 6,674,575 

純資産の部   

株主資本   

資本金 740,900 740,900 

資本剰余金 669,100 669,100 

利益剰余金 4,722,210 4,341,428 

自己株式 △1,357 △1,334 

株主資本合計 6,130,852 5,750,093 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △15,208 △4,232 

評価・換算差額等合計 △15,208 △4,232 

少数株主持分 1,935 230 

純資産合計 6,117,579 5,746,091 

負債純資産合計 13,603,493 12,420,666 
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 

 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 

 至 平成23年８月31日) 

売上高 11,058,292 11,042,587 

売上原価 8,680,606 8,133,704 

売上総利益 2,377,685 2,908,882 

販売費及び一般管理費 2,126,741 2,186,913 

営業利益 250,943 721,968 

営業外収益   

受取利息 2 1 

受取配当金 1,390 2,532 

負ののれん償却額 18,770 18,770 

持分法による投資利益 － 12,750 

受取賃貸料 8,574 8,574 

事業分量配当金 6,044 5,206 

容器リサイクル費用返戻金 13,297 11,705 

その他 12,986 13,197 

営業外収益合計 61,065 72,738 

営業外費用   

支払利息 17,462 17,624 

持分法による投資損失 3,400 － 

その他 9 － 

営業外費用合計 20,871 17,624 

経常利益 291,138 777,082 

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 1,087 

補助金収入 2,065 4,592 

特別利益合計 2,065 5,680 

特別損失   

固定資産除却損 37,760 － 

固定資産処分損 － 3,545 

会員権評価損 － 2,090 

特別損失合計 37,760 5,635 

税金等調整前四半期純利益 255,443 777,127 

法人税等 119,810 330,693 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 446,434 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,074 1,704 

四半期純利益 136,707 444,729 
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該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年８月31日） 

  当社グループは同一セグメントに属する漬物製品等の製造、加工、販売を行っており、当該事業以外に事業の種

類がないため該当事項はありません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年８月31日） 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年８月31日） 

 海外売上高がないため該当事項はありません。  

  

〔セグメント情報〕 

当第２四半期連結累計期間（自 平成23年３月１日 至 平成23年８月31日） 

  当社グループは、漬物製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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